
外部評価の基本的な考え方について（案） 

○ 基本的な考え方 

1. 南極地域観測統合推進本部における外部評価委員会は、南極地域観測事業を統合的に推進していくため、南極地域観測隊行動実施計画、

期における南極地域観測計画の評価を実施する。評価の実施にあたっては、国立極地研究所と連携をとりながら行なうものとする。 

区分 
南極地域観測統合推進本部における評価 

（外部評価委員会） 
国立極地研究所における評価 

南極地域観測隊

行動実施計画の

事後評価 

国立極地研究所が実施した評価をもとに、南極地域観測事業

を統合的に推進する観点から、評価を実施 

 

○対 象 ３月末に帰国する南極地域観測隊 

（例：５１次越冬隊、５２次夏隊） 

○評 価の方法 国立極地研究所で実施された行動実

施計画の事後評価に基づき実施。 

○評価実施機関 外部評価委員会 

 

３月末に帰国する南極地域観測隊（越冬隊および夏隊）の行

動実施計画について、事後評価を実施 

 

○対 象 ３月末に帰国する南極地域観測隊 

（例：５１次越冬隊、５２次夏隊） 

○評 価の方法 研究観測、観測設営について自己点検

評価をしたものに基づき評価 

○評価実施機関 南極観測専門部会、南極観審議委員会 

 

期における南極

地域観測計画の

事後評価 

○対 象 期の南極地域観測計画 

○評 価の方法 国立極地研究所で実施された事後評

価に基づき、評価を実施する。 

○評価実施機関 外部評価委員会  

○対 象 期の南極地域観測計画 

○評 価の方法 研究観測、観測設営について自己点検

評価をしたものに基づき評価 

○評価実施機関 南極観測専門部会、南極観審議委員

会、南極観測評価委員会  
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南極地域観測統合推進本部 本 部 総 会

外部評価委員会 観測事業計画検討委員会

国立極地研究所長国立極地研究所長
運 営 会 議

南極観測審議委員会
委員会に委員長・副委員長を置く

・南極地域観測事業の中期計画の
立案

・隊次毎の事業計画の事前審議及
び事後評価

・その他観測事業の重要事項

・運営会議委員のうち議長の指名
する者並びに極地観測に関する
学識経験者等を所長が委嘱する

次の事項に関し審議する
（南極観測委員会規則第２条）

・観測事業の計画立案
・観測隊の編成
・交換科学者等の選考
・観測事業の実施
・観測事業の実施報告の取
りまとめ

・観測事業の点検評価
・その他観測事業に関する
重要事項

南極観測専門部会
各部会に部会長、副部会長、幹事を置く

・南極観測審議委員会規則第6条を受け、観測計画の
専門的事項を審議させるために専門部会を置く。

・極地観測に関する学識経験者等から所長が委嘱す
る者並びに研究所職員のうちから所長が指名する者

・各専門部会に部会長、副部会長、幹事を置き、部会
長、副部会長は委員の互選で選出し、幹事は極地研
職員をもって充てる。

・設営専門部会に4分科会を置く。

南極観測委員会
所内委員で構成

南極観測評価委員会
委員会に委員長、副委員長を置く

・南極観測事業の中期計画における重
点・一般・萌芽・ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ・設営の各評
価を実施する。
・極地観測に関し学識経験等のある者
から所長が委嘱する。

・委員は、運営会議、審議委員会委員
を兼ねることはできない。

研究所会議諮問

答申

観測事業実施

定常観測担当機関
・気象庁
・国土地理院
・海上保安庁
・情報通信研究機構

基本観測連絡会
（幹事：極地研究所）

定常・ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ観測計画
に関する相互の連絡・
調整

諮問

答申

輸送問題調査会議

●宙空圏専門部会●宙空圏専門部会

●気水圏専門部会●気水圏専門部会

●地圏専門部会●地圏専門部会

●生物圏専門部会●生物圏専門部会

●重点ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ専門部会●重点ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ専門部会

○医療分科会○医療分科会

○航空分科会○航空分科会

○機械分科会○機械分科会

○建築土木分科会
分科会長・副分科会長・幹事

○建築土木分科会
分科会長・副分科会長・幹事

南極観測事業南極観測事業計画・評価プロセス計画・評価プロセス
（（南極地域観測第南極地域観測第VIIVII期計画期計画））

●設営専門部会●設営専門部会

運営会議外部委員・南極観測運営会議外部委員・南極観測
事業関連外部委員会（図中カ事業関連外部委員会（図中カ
ラー部分）委員は、大学をはじラー部分）委員は、大学をはじ
めとする研究コミュニティからめとする研究コミュニティから
幅広く人選。観測事業の決定幅広く人選。観測事業の決定
に際し研究コミュニティの意向に際し研究コミュニティの意向
が反映される仕組み。が反映される仕組み。
・運営会議：21名中13名が外部委員
・南極観測審議委員会：11名
・南極観測専門部会（分科会含む）：55名
・南極観測評価委員会：10名



年次計画の達成度の自己点検
隊員、
研究代表者（PI）

自己点検結果の評価
中期計画における年次計画の着実な
遂行と成果の確認

南極観測審議委員会
所外委員13名）
その下に
6専門部会（所外43名）
4分科会（所外19名）

中期計画の自己点検 中期計画の達成度の自己点検と
成果の確認

研究代表者（PI）

中期計画の評価 中期計画の達成度と成果の確認
（計画毎のヒヤリングと評価）

南極観測評価委員会
（所外委員10名）

年次観測実施報告書の作成

第VII期各年次評価のとりまとめ

年次観測計画の実施

フ
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ー
ド
バ
ッ
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国立極地研究所における自己点検評価システム（案）

第VII期（中期）計画 (研究観測・設営計画）

第VII期評価のとりまとめ

本部外部評価委員会への報告

年
次
評
価

第
VII
期
計
画
評
価
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